
 

 

 

 

 

 

 

 

就任のご挨拶 

場長 米山 洋一 

本年４月１日付けで場長

を拝命しました米山です。よ

ろしくお願いいたします。 

昭和61年４月に新潟県に

入庁して、はや33年が経ちま

した。これまで、研究機関に

８年間、行政勤務が25年間と

なっています。内水面水産試

験場には平成３年から平成５年まで３か年の在籍が

あり、22年ぶりの復帰となっています。 

もともと渓流が好きで、中学、高校時代には岩魚

を追いかけ、暇さえあれば仲間とともに山の中に入

っていました。そんなことから、将来の進路を考え

なければならなくなった高校時代、内水面水産試験

場小出支場に出向き、ここで働くにはどうしたらよ

いか尋ねたところ、大学を出てくるようにとアドバ

イスを受け、急遽、受験勉強を始めたことを覚えて

います。幸いにも大学に入れ、卒業後は県にも就職

することができ、今日に至っています。 

さて、新潟県の内水面を巡る状況は私が子供の頃

に比べ、随分様変わりしたように感じます。まず、

川遊びをする子供が少なくなっているのではないで

しょうか。ＴＶゲーム、携帯ゲームの台頭により、

自然の中で遊ぶ子供たちが極端に減少しているよう

に感じ、残念でなりません。子供の頃にしかできな

い川遊びは、その後の人生においても大切な経験に

なっているのではないでしょうか。 

大人の社会にも大きな変化が生じています。内水

面漁協の組合員さんが30年前の約半数まで減少して

います。併せて高齢化は進み、このままでは、ます

ます組合員が減少し、川を守っていく人たちがいな

くなるのではないかと心配です。 

また、外来魚、カワウの問題もこれほど取り上げ

られていなかったと思います。今やバス類やカワウ

は各地に生息し、その影響も無視できるものではな

くなっています。 

このような現状にはありますが、新潟県には北か

ら南まで自然豊かな河川が多数あります。この河川

は地域の宝であり、観光産業にも大きな影響力があ

るものと考えます。近年取組がある、サケの釣獲調

査は県内外から多くの人が訪れ、地域振興に大きく

寄与しています。釣り人の減少等もありますが、新

たな発想で地域の宝を活用していくことが必要と感

じます。そのためには、その宝の価値を維持してい

けるよう、関係者が努力していかなければならず、

漁業協同組合の役割が重要であると思います。 

一方、暗い話題だけではありません。錦鯉産業に

おいては輸出を拡大し、中山間地域の重要な産業に

成長し、改めて国の宝として注目を浴びています。

国内需要の低迷、中越大震災の困難を乗り越え、今

があるのも、ひとえに生産者の皆様のご尽力の賜物

と思います。KHV病をはじめ疾病対策が輸出の課題

となっていますが、当試験場においても対策に取組

んでいきたいと考えております。 

時代の流れはありますが、引き続き、新潟県の豊

かな河川、内水面産業を維持していくことが必要で

あると考えます。そのために、微力ながら尽力して

参る所存でありますので、皆様のご協力をお願いい

たします。 

新潟県内水面水産試験場 
 〒940-1137 長岡市大川原町 2650 番地 
 TEL 0258-22-2101(代) FAX 0258-22-3398 
 E-mail : ngt068150@pref.niigata.lg.jp 

魚沼支場 
 〒946-0036 魚沼市岡新田 29-1 
 TEL 025-792-0672 FAX 025-792-8016 
 E-mail : ngt068153@pref.niigata.lg.jp 
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アユの資源の増大のために ～産卵期保護について～ 

資源課 主任研究員 岡地 恵介  

アユは秋に河川で産卵し、ふ化した仔魚は直ちに

海へと流下、春に海から河川へと遡上して成長し、

秋の繁殖行動後に一生を終える、いわゆる１年魚で

す。アユの生活史において、減耗が大きいのは海洋

生活中であり、海水温や餌となるプランクトンの量

など、海域の環境条件が翌年の遡上量を大きく左右

します。しかし、海洋環境を人の手でコントロール

することは不可能なため、アユが河川生活を送る中

での保護、つまり産卵場造成や禁漁等による産卵期

の保護が重要となってきます。 

１ 産卵保護適期はいつ？ 

新潟県ではアユの産卵期保護のため内水面漁業調

整規則で 10 月１～７日を禁漁と定めていますが、

近年、全国的にアユの産卵期の遅れが報告されてお

り、本県においても同様の生態の変化が生じている

可能性が考えられます。そこで、現在の産卵保護適

期を明らかにするため、減耗の大きい海洋生活から

生残した漁獲資源となる遡上アユがいったいいつ産

卵されたのかを調査しました。（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ アユの生活史と産卵期保護イメージ 

 

アユの頭の中には、他の魚類と同様に耳石という

硬組織があり、樹木の年輪と同じように１日ごとに

１本の輪紋が刻まれます（図２）。これを数えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

日齢査定し、ふ化日を求め、ここからさらに前年秋

の河川水温からふ化に要する積算水温（約 250℃）

に達するまでの日数を遡ることで遡上魚が産卵され

た日を推定しました。 

２ 近年の遡上魚が産卵された日 

 2016～18 年に上越地区の能生川及び下越地区の

三面川に遡上したアユの耳石解析から推定された遡

上魚が産卵された日を図３に示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 2016～18 年遡上魚が産卵された日 

 

 遡上魚が産卵された日は、河川間での大きな差は

なかったのですが、年によってズレがありました。

また、調整規則による禁漁期間は 10 月１～７日の

１週間ですが、本調査では３か年を通して、主な産

卵された期間は９月末から 10月末と長きにわたっ

ていることがわかりました。 

アユ資源増大のためには、年による変動も踏ま

え、本調査で得られた主産卵期間を幅広に保護する

ことが効果的であると考えます。また、保護期間の

設定だけでなく、例えば毎年産卵場が形成される区

域を禁漁として、産卵場に集まる親魚を保護するこ

とでも効果は得られると考えています。当たり前の

話ですが、産卵量が少なく、降海する仔魚の量が少

なければ、河川に遡上するアユは少なくなります。

保護期間の拡大や保護区の設定など、アユ資源の増

大に向けて今一度ご検討されてはいかがでしょう

か。 
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図２ アユの耳石と日周輪 



魚病の検査 － 細菌病について －  

病理環境課 主任研究員 伊藤 陽人 

病理環境課では、魚類の養殖事業者の方や一般の

方からさまざまな魚病の相談を受け付けており、必

要な場合には魚病検査を実施しています。そこで、

今回は細菌による病気の検査手順についてご紹介し

ます。 

 検査は、まず外観の観察から行います。出血や傷

がみられるか、エラが痛んでいないか等を確認しま

す。次に、エラやヒレ、体表の粘液を採取して顕微

鏡で観察し、菌体や寄生虫がみられるか等を確認し

ます。また、開腹して体内の観察も行い出血や腫れ

などを確認します（図１）。 

 

図１ 持ち込まれたアユの観察 

 

ここまでの観察で得られた所見から、ある程度病

気を絞り込んで確定のための検査を行います。 

現在当場では、体内外の観察後に腎臓などを少量

切り出して DNA を抽出し、そこに細菌やウイルスの

DNA がひそんでいないか検出する PCR 検査を主に行

っています。PCR 検査は１～２日で迅速に結果が得

られるのが利点です。一方で、PCR 検査にはある程

度の絞り込みが必要で、PCR 検査で病原菌が特定で

きないケースもあるため、併せて寒天培地を用いて

生きた菌体を得る培養検査も行っていきます。寒天

培地は名前の通り寒天が主体で構成されており、そ

れに細菌の必要とする栄養素が含まれています。寒

天培地にはさまざまな種類があり、それぞれ培養で

きる細菌の種類に違いがあります。このため、通常

は２～３種類の培地を使用します（図２）。 

 

図２ 細菌検査用培地 

 

用意した培地にごく少量の臓器を接種した後、そ

れぞれ想定される細菌に適した温度で培養します。

接種した臓器に病原菌が存在した場合、通常１～３

日程度でコロニーが出現します（図３）。 

 

図３ 細菌のコロニーが出現した培地 

 

出現したコロニーについては、必要に応じてどの

薬剤が効くかを調べる感受性試験を行います。この

試験は、病原菌を散布した培地の真ん中に薬剤を染

み込ませた紙を置き、１～３日後に細菌の発育を周

囲何センチまで阻止できたかで薬剤の効力を判定

し、最も効き目のあった薬剤を投薬します（図

４）。ここまでが細菌による魚病の診断の流れで

す。 

魚病細菌の多くは環境中に常に存在しており、魚

の免疫力がストレス等の要因で低下した時に感染し

て発症するものがほとんどです。ですから、発症し 

３ 



 

てから対処を考えるのではなく、飼育環境を整えて

発症しにくくすることが最も重要です。設備の制約

で難しい部分もあるかと思われますが、魚病の発生

が頻繁な場合は改善できる点を探し、少しでも魚に

かかるストレスを軽減することが、最終的には費用

もかからず、健康な魚を生産することにつながりま

す。 

ミユキマス生産の効率化に向けた検討 

～アメマス偽雄の品質向上に向けて～ 

 

魚沼支場 主任研究員 小林 健一郎 
 

魚沼美雪ます（以下、ミユキマス）の生産では、雌

親にニジマスを、雄親にアメマスを使用します。この

時、雄親に用いるアメマスは、雌の遺伝子を持つけれ

ど精子を作ることができる個体（以下、偽雄）で、ふ

化後、一定期間ホルモン液に浸漬する方法で作出して

います。しかし、ホルモン処理による雄化率が低いう

えに、作出された偽雄の多くは、輸精管癒着が生じ、

精液の搾出可能な個体の割合が低く（H28 年作出魚で

は 8.4%）、その改善が課題となっています。 

通常であれば成熟したアメマスの雄個体は腹を押

せば精液が搾れ、飼育池に再び戻すことで翌年の採卵

にも使えますが、このような精液を搾ることができな

い個体は、採精時に開腹しなければならないため、１

度しか使用できません。 

精液を搾出可能な個体を多く作ることができれば、

反復使用が可能となり、効率的な生産につながります。

また、受精の際、複数の雄の精液を使用することが可

能となり、発眼率の向上につながることが期待されま

す。 

 これまでの検討事例から、ホルモン処理時に、通常

の飼育水温(11℃程度)より低い４℃程度の水温下で

飼育すると、輸精管癒着が改善され、精液を搾出でき

る個体をより多く作れることが分かってきました。 

そこで、魚沼支場では、冷却器を使用し低水温下で

ホルモン処理した個体の作出を試みており、今秋には

当該試験魚が成熟を迎えるため、精液が搾出できるか

どうか調べることとしています。  

ミユキマス生産の効率化を図るためには、精液を搾

出できるアメマス偽雄の安定的な作出が最大の課題

であることから、引き続きホルモン処理条件の確立を

目指し、検討を重ねてまいります。 

 

 

 

 

図４ 冷水病菌の感受性試験 
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精液搾出可能なアメマス偽雄の割合

8.4％ 目標：20％
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クールジャパン推進会議 in 新潟 

養殖課長 佐藤 将  
 

クールジャパンとは、「世界（外国人）がよいと

思う日本の魅力」のことで、アニメ、マンガ、ゲー

ムや、ファッション、食、伝統文化などが挙げら

れ、錦鯉も有力な要素になっています。 
今回で 14回目の開催となる「クールジャパン推

進会議」とは、開催都市にちなんだ内容について、

その魅力の推進方策や発信力強化を議論する会議

で、新潟県では初めての開催となります。会場の小

千谷市民会館には 400 名を超える聴衆が集まり、関

心の高さがうかがえました（写真１）。 

 

写真１ 会場を訪れた大勢の聴衆 

 

推進会議は２部構成で、第１部では「錦鯉フォー

ラム」が行われ、「新潟県の錦鯉産業の「強み」～

更なる発展に向けて～」をテーマに、錦鯉生産者や

輸出業者、業界専門誌編集者のほか、銀行関係者

（錦鯉業界の経済分析）、国、地元自治体（県水産

課、長岡・小千谷市の担当課）がパネリストとして

登壇し、東京大学東洋文化研究所・菅豊教授（錦

鯉・闘牛文化研究者）の進行で討論が進められまし

た（写真２）。 

 

写真２ 錦鯉フォーラム 

フォーラムでは、錦鯉は海外へ訴求力のある魅力

的なコンテンツであることが確認され、なかでも

『新潟
．．

』としての強みは、「錦鯉発祥の地」、「高い

技術や品質」、「輸出力」などが挙げられました。 

一方、錦鯉生産者からは「錦鯉発祥地というブラ

ンド価値の保護」、「生産拡大に向けた農地の有効利

用」、「魚病対策」への対応を望む意見があり、行政

としても今後検討する必要があります。 

情報発信方法としては、動画配信、若者へのアプ

ローチ（大学での講義など）、国魚指定や紙幣デザ

イン採用への働きかけ、博物館の整備、東京オリン

ピック等での展示などの提案がありました。また、

海外からの来訪者受入のために宿泊施設の充実や、

錦鯉と日本の伝統文化をセットで楽しめるプランの

創出など、クールジャパンの要素としての「錦鯉」

に更なる磨きをかけることも今後の課題として挙げ

られました。 

第２部では、「新潟の豊かな地域資源「雪・水」

が育む上質な文化 ～克雪から、親雪・利雪へ～」

をテーマに、平井クールジャパン戦略担当大臣、花

角知事、大塚小千谷市長のほか、新潟の風土文化に

縁の深いパネリストによる議論が行われました。 

新潟には、錦鯉のほかにも雪や発酵食品など優れ

たコンテンツがあるものの、それらを「つなげて」

「発信」できておらず、このような課題をひとつひ

とつ解決していくべきとの指摘がありました。 

インバウンドではインターネットは重要なツール

であり、百人百様のニーズがある中で、「入口は広

く」→「興味のあるものに引っかかる」→「より深

みへと情報を求める」仕掛けづくりが必要との指摘

もありました。また、IT関係のパネリストから、

錦鯉は「ハマる」要素があり、飼育アプリの開発や

大人気携帯ゲームとのコラボの話が飛び出すなど、

大変盛り上がりのある会議となりました。 

最後に花角知事から、「住んでよし、訪れてよし

の新潟県」実現に向け、「COOL NIIGATA 宣言」がな

されました。    パネリストの詳細等はこちら…

https://www.cao.go.jp/cool̲japan/local/local.html 
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研修会報告 

「全日本錦鯉品評会 輸出セミナー」      「錦鯉の魚病及び養殖技術に関する研修会」 

 開催日  平成 31 年２月１日（金）       開催日  令和元年７月３日（水） 

 場 所  東京流通センター          場 所  サンラックおぢや 

講 師  内水面水産試験場 病理環境課    講 師  東京海洋大学 海洋生物資源学部門      

       佐藤 将                   教授 佐野 元彦 氏 

講演内容 輸出錦鯉の衛生管理とコイヘルペス       農林水産省 畜水産安全管理課水産安全室  

      ウイルス病対策                 企画係長 佐野 光 氏 

                        講演内容 ＫＨＶ病の最新情報と防疫対策       

「魚病・飼育セミナー」                  錦鯉の輸出について 

 開催日  平成 31 年３月 29 日（金）            

 場 所  ハイブ長岡           「ＪＡ越後おぢや養鯉青年部意見交換会」 

 講 師  内水面水産試験場 病理環境課    開催日  令和元年７月 11 日（木） 

佐藤 将             場 所  グリーンパーク小千谷 

 講演内容 コイヘルペスウイルス病対策と    講 師  内水面水産試験場 病理環境課 

      輸出錦鯉の衛生管理               的山 央人 

                        講演内容 輸出錦鯉衛生証明書発行等取扱要領      

                             の見直しについて 

                              

 一般公開イベントを開催  

令和元年７月 27 日（土）に、一般公開イベントを

開催しました。 

当日は最高気温 34℃と猛暑日に迫る真夏日の中、

120 人（大人 74 人、子供 46 人）の方にお越しいただ

きました。 

研究成果の紹介やミニ水族館（淡水魚、水生昆虫の

展示）、恒例の金魚すくいや魚釣り体験コーナー、錦

鯉のタッチプ－ルなどを開設し、普段できない体験は、子供にも大人にも好評でした。 

 

６ 

初夏、内水面水産試験場に今年最初のシオカラトンボが現れました。 

このトンボは秋の赤トンボ（アキアカネやノシメトンボ）とならんで、 

日本人にもっとも親しみのあるトンボのひとつではないでしょうか。トンボの仲間

は、カやハエといった不快害虫を捕食することから、益虫として扱われることが多く、夜、灯火に集

まる習性もないことから、人々から嫌われる機会も少ないと思います。しかし、トンボの幼虫である

ヤゴは、小型の魚も捕食することから、錦鯉養殖においては、しばしば、厄介者として扱われます。

池の中でヤゴが増えすぎて、稚魚池を網でひいたら、コイではなく、網いっぱいのヤゴが捕れたとい

う、洒落にならない話も耳にします。 

とはいえ、昆虫好きの私は、訪れた錦鯉の野池で、シオカラトンボや様々なトンボたちが飛ぶ姿を

見ると、やはり季節を感じ、心が和みます。池の上を優雅に舞うトンボと、池の中で無邪気に泳ぐ小

さな稚魚たち。両者を交互に見比べて、私は心で叫びます。「ヤゴよりも早く大きくなるんだぞ！ど

うかトンボを悪者にしないでくれ！」と。（Ｈ・Ｍ生） 

 水声魚語 


